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　当院消化器外科では、肝胆膵疾患に対しより専門的な治療をするために 2016 年 4 月
に肝胆膵外科センターを設立しました。肝胆膵外科センターにおいては内科肝臓専門医、
胆膵専門医、放射線治療専門医、画像診断医と協力し高度な治療を行なっています。切
除術式は患者さんの全身状態と術前の超音波内視鏡、CT、MRI 等の画像診断を総合カン
ファレンスで詳細に検討し、患者さんにとって過大侵襲にならないようにまた、取り残
しの無いように根治性を十分に考慮した最適な術式を選択しています。手術数は最近の
傾向としては炎症性疾患の急性胆石胆嚢炎症例とともに膵臓癌、胆道癌、肝臓癌等の悪
性疾患手術が増加しています。大きな手術が多くなりますが、術前術後管理を徹底させ、
ご紹介いただいてから可能な限りお待たせしないよう手術日程を調整し、退院後は先生
方に引き続きご診療いただく体制を取っております。どうぞ宜しくお願いいたします。

担当医師　巾芳昭　樫本健太郎　塚原勇　千須和寿直

大腸・肛門外科センター

　大腸・肛門外科センターは良性・悪性を問わず大腸・肛門疾患に対する外科治療を専
門的に行う目的で設立されました。なかでも治療の主体となる大腸癌は近年増加の一途
をたどっており、山梨県内でも男女とも癌死亡原因の第 2 位となっています。近年の集
学的治療の進歩により大腸癌はかなり進行した状態でも治癒させることができるように
なってきましたが、そのためには、画像診断による詳細な進行度評価と適切な治療戦略
の策定、従来からの開腹手術に加えて近年普及が著しい腹腔鏡手術の両面における高度
な手術手技、分子標的薬などの大腸癌化学療法に対する広い知識と経験など、多方面で
高度な専門性を備えたスタッフが必要とされます。当センターでは大腸肛門病学会認定
専門医を中心に消化器内科、放射線科のみならず薬剤部、看護部等院内各部門が一致協
力した診療体制を構築して最新の専門治療をご提供いたします。また、悪性疾患に限ら
ず、県内では実施施設の少ない炎症性腸疾患の外科治療、痔核・痔瘻等の肛門良性疾患
の治療、人工肛門の患者様をケアするストーマ外来も行っており、経験豊富な専門医と
認定看護師が対応致します。
　よろしくお願い申し上げます。

担当医師　飯野弥　千須和寿直　角田元　柴修吾

呼吸器腫瘍センター
　2016 年 4 月より当院呼吸器内科では、甲府市を中心とする山梨県内の肺がんをはじ
めとする胸膜中皮腫や縦隔腫瘍などの胸部悪性腫瘍の診断・治療のさらなる向上を目的
に呼吸器腫瘍センターを開設いたしました。
　我が国のがんによる死亡者数は年間 34 万人を超え、増え続けております。そのうち
肺がんによる死亡は年間 7 万人前後に達しており、肺がん治療のニーズは、ますます高
くなってきております。近年分子標的薬の進歩や免疫チェックポイント阻害剤導入によ
り一部の肺がん患者様では飛躍的な予後の改善が見込めるようになりましたが、肺がん
全体としての治療成績は、いまだ十分とは言えない状況です。
　肺がんの治療成績改善には、肺がんの早期発見・診断技術の向上は勿論、最新の標準
治療を円滑に、迅速に、正確に提供できる場が必要と考え当センターを開設した次第です。
　早期発見が肺がん死亡者数減少の一つの大きな近道であり、地域医療に携わる開業医
の先生方からの今以上の多数の迅速な肺がん患者様の御紹介をお願いする次第です。

担当医師　大木善之助　樋田和弘　
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